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2026 年 FISU World University Championships（以下「WUC」）日本代表選手および 
2026 年 U23 世界ローイング選手権日本代表選手追加認定について 

 
「2026 年 U23 世界ローイング選手権及び 2026 年 FISU World University Championships 日本代表選

手選考方針（2025 年 11 月 26 日付）」に基づき、3 月 13 日（金）～15 日（日）実施のシニア・U23 SBS
（海の森水上競技場）の結果、「2026 年 U23 ナショナルチーム」を決定しておりますが、 
 (→ https://www.jara.or.jp/kyoka/current/2.(2025-366)2026.U23.NationalTeam(0319).pdf ) 
先にお知らせしていた通り、5 月 9 日（土）〜10 日（日）に「WUC への評価継続対象クルー」への評

価レースを実施し、下記の選手を「U23 ナショナルチーム：2026 年 WUC 日本代表」として決定（内定）

し、更に一部の選手について「U23 ナショナルチーム：2026 年 U23 世界ローイング選手権日本代表選

手」として追加認定の決定（内定）をいたしました。 
本決定は選考委員会による選手選考の合理性について、検証・審査を経たものです。 

 今後理事会の承認をもって正式決定となります。 
なお、今後大会組織委員会、WR 等から発表される新たな方針等の事情に変更があった場合には、必要

かつ合理的な範囲で変更することがあります。  
5 月評価レースの結果は下記をご参照願います。 
 → https://www.jara.or.jp/kyoka/current/2026.05U23EvaluationRaceResults(0511).pdf 

 
記 

 
1. 「U23 ナショナルチーム：2026 年 WUC（カナダ・ロンドン）日本代表」 

W1x 三苫 詩葉（同志社大学） 
M2x 石井 大和（日本大学）/ 成瀬 瑶太朗（日本大学） 

2日間の評価レースにおいて、上記 2クルーは、IDT88.0%以上の高いパフォーマンスを示したことか 
ら「2026年WUC日本代表選手」としました。 

 
2. 「U23 ナショナルチーム：2026 年 U23 世界ローイング選手権（ドイツ・デュイスブルグ）日本代表 

選手」（追加認定） 
BW1x 三苫 詩葉（同志社大学） 
(1) 三苫選手は 2 日間の評価レースにおいて%IDT の平均が 89%以上であり、同じレースに参加した、既
に「U23世界ローイング選手権日本代表」として確定済みの「BM1x 永坂日鼓選手（東レ滋賀）」「BW2x 
相澤千晴選手（東北大学）/ 井上幸乃選手（立教大学）」の 2クルーと同等と評価できることから、「WUC
日本代表選手」とするとともに、「U23選考方針」ならびに「強化戦略計画」において BW1xが重点強
化種目であることから、「U23世界ローイング選手権日本代表：重点強化種目 BW1x」として追加認定
いたしました。 

(2) 「BM1x 永坂選手」「BW2x 相澤選手/ 井上選手」の 2クルーは、既に発表の通り、「U23世界選手権
ならびにアジア競技大会への強化」の観点から、「WUC」には派遣いたしませんが、三苫選手は「U23
世界ローイング選手権」と「WUC」の２大会に派遣いたします。 

 
3. M2- クルーについて 

M2- 豊島 俊介（中央大学）/ 結城 星羽（中央大学） 
 



上記クルーは 2 日間の評価レースの結果から WUC への派遣は見送りますが、次世代育成の観点から、今後
も国内強化合宿での継続的な育成を図っていきます。 

 
以上 


